
別添１

令和2年1月27日

協議会名： 安曇野市地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

南安タクシー有限会社
安曇観光タクシー株式会社
明科第一交通株式会社

・「あづみん」区域運行
・地域間幹線系統路線に接続
するデマンド交通を９系統運行
する。
・車両減価償却費補助金（南安
タクシー２台、安曇観光タク
シー１台）を受給中

平成30年6月に市地域公共交
通網形成計画を策定し、計画
策定過程において実施したア
ンケートや利用状況分析から、
予約断りの減少や利便性の向
上などを目的とする運行見直し
を平成30年10月から開始した。

A 計画どおり運行できた。 Ａ

今回計画において達成目標
として掲げている利用者数
は年間85,600人である。
今年度の実績は「１日平均
利用者数：　360.2人、年間
利用者数：　86,810人」であ
り目標は達成した。なお、昨
年度は「１日平均利用者数：
349.5人、年間利用者数：
85,287人」であったため、対
前年比でも利用者数は増加
している。

網形成計画において掲げてい
る利用者数の目標値を達成で
きるよう日々利用者の増加を図
りたい。そのために、今年度は
網計画の中間評価の一貫とし
て実施する利用者アンケートに
より利用者実需の把握とそれ
に合った運行に近づけるよう検
討を進めたい。
平成30年10月から開始した運
行見直しの効果を検証するた
め、予約断り件数の推移を把
握する。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

　安曇野市は長野県中央部西側に位置し、人口は約９万８千人、面積は約332km²で、平成17年10月に５町村が対等
合併して誕生した市である。北アルプスの山岳地帯と山間部、及び平たん部から構成されている。全国の多くの自治
体と同様に本市でも高齢化が進んでおり、特に山間部などで高齢化が顕著となっている。

　当協議会では、本市の地域性を踏まえ、市全域でデマンド型乗合タクシー「あづみん」（以下「あづみん」と言う。）の運
行を行っており、日中は高齢者・障がい者を中心として医療機関等への通院や買い物、福祉施設への移動手段を確保
している。また、その運行前後の時間帯には、市外へ至る重要な公共交通であるJRの２路線間を結ぶ定時定路線によ
り、通勤・通学者の移動の確保を図っており、生活交通ネットワークを構築しているところである。

　当市では、平成30年６月に市地域公共交通網形成計画を策定し、引き続き「あづみん」を中心とした日中の生活交通
の維持・充実を図るとともに、朝夕の通勤・通学移動の充実を検討しており、特に「あづみん」については、30年10月か
ら若干の運行見直しを行い、利用者の利便性向上や予約の断りを減らすことに取り組んでいる。なお、「あづみん」は
高齢者、障がい者をはじめとした交通弱者の足として定着しているが、利用者は減少傾向であるため、ドアツードアと
いうサービスレベルの高さを周知して、利用者増加に向けた取り組みを行い、持続可能な交通体系の維持・確保につ
なげたい。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和2年1月27日

協議会名： 安曇野市地域公共交通協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



別添１

令和2年1月27日

協議会名： 安曇野市地域公共交通協議会

評価対象事業名： バリアフリー化設備等整備事業

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

南安タクシー有限会社 福祉タクシー導入
平成30年度に１台導入。以前
購入した車両は市内のデマンド
交通にも利用している。

A
事業が計画に位置付けられ
たとおり、適切に実施され

た。
A
事業が計画に位置付けられ

た目的を達成した。

高齢者、障がい者の移動利便
性の向上につながっているた
め、今後も計画的に実施してい
きたい。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況


